合同会社設立
【差し戻しを防ぐチェックリスト】

ステップ１：会社の基本事項を決める
商号
☐「合同会社」は含まれているか？
☐ 使用できない文字を使用していないか？
☐ 商号・住所ともに同一の会社はないか？

本店所在地
☐ 自宅（賃貸）の場合、事業用としての利用が禁止されていないか？

事業目的
☐ 適法性・営利性・明確性の３原則を満たしているか？
☐ 許認可が必要な事業ではないか？

資本金
☐ 最低資本金額の要件がある許認可事業の場合、その要件を満たしているか？

社員構成
☐ 代表社員や業務執行社員の役割分担を明確に決定したか？

事業年度
☐ 設立予定の月と決算月が近すぎていないか？

ステップ２：法人実印を作成する
法人実印のサイズ
☐ 印面は直径１～３cmの範囲内に収まっているか？

印面の材質
☐ 変形しやすい素材（ゴム印など）ではないか？

ステップ３：定款を作成する【最安ルートの鍵】
記載事項
☐ 絶対的記載事項（商号、本店所在地、事業目的など）に漏れはないか？

事業目的
☐ ステップ１で決定した内容が、正確に定款に記載・反映されているか？

電子定款
☐ 作成したPDFファイルに、正しく電子署名が付与されているか？

ステップ４：資本金を払い込む
振込人と払込先
☐ 定款記載の社員が代表社員に対して払込みを行なっているか？

払込みのタイミング
☐ 資本金の払込日や領収書の日付は、定款作成日以降になっているか？

払込みの証明書類
☐ 必要情報がわかる箇所を適切に添付しているか？

ステップ５：登記申請書類を作成して正しく綴じる
書類の網羅性
☐ 登記申請書や定款、払込証明書など、必要な書類はそろっているか？

収入印紙
☐ 登録免許税（最低）６万円分の収入印紙は貼付したか？

登記すべき事項
☐ 記載事項に漏れや誤りはないか？
☐ 法務省指定の形式で作成したか？

印鑑証明書の期限
☐ 代表社員の印鑑証明書は発行から３カ月以内のものか？

綴じ方と押印
☐ 申請書や定款の束は、順番を守ってホチキス留めしたか？
☐ ページの綴じ目に契印は押されているか（払込証明書以外）？

ステップ６：法務局へ登記申請を行う
管轄法務局
☐ 提出先の法務局は、本店所在地を管轄する法務局で間違いないか？

申請日
☐ 設立日に希望がある場合、申請日（窓口持参日や郵送到着日）を調整できるか？
